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（仮称）七ヶ宿長老風力発電事業環境影響評価方法書に対する環境影響評価法（平成9年

6月13 13法律第8 1号）第10条第1項の意見

1 総括的事項

(1)本事業計画は、宮城県刈田郡七ヶ宿町と同県白石市の行政界付近の山稜上において、

発電出力最大29,600キロワット規模の大規模風力発電所を新規に設懺しようとす

るものであるが、現在、その関係地域は奥羽山地の中程にあって非常に自然豊かで閑静

な場所となっており、 その実現により生活環境及び自然環境へ相当な影響が生じるこ

とが予想されるため、既存の地形を最大限活用して、最新の環境対策や施工方法等を積

極的に採用するなど、 事業実施による環境影響を最大限低減するような計画とするこ

と。

(2)対象事業実施区域から、まとまりのある自然植生、生物相の豊かな場所、主要な眺望

点からの眺望に著しい影響を及ぼす場所等の風力発電事業との併存に困難があること

が明らかな地域を極力除外すること。

また、 本事業計画の実施に当たり、主要機材を海上輸送し、相嗚港にて陸揚げした上

で、対象事業実施区域まで運搬することを想定していることから、相馬港から主要機材

を運搬する沿道も含めて、関係各所に存在する住宅、 学校、病院、重要な野生生物生息

地、 景観資源、 文化財、 交通等に支障を来さないようにすること。

(3)計画施設として、風力発電機、 変電・変圧設備、系統連系先の送電線への接続設備等

を設置する計画とのことであるが、基礎構造、配置、配線等を含めて構造設計等が十分

に明らかにされていないため、構造設計図、 工事の段取り等を含めて、 今後、 十分に検

討を加えて、 環境影曹評価準備書 （以下「準備書」という。）においては、 それらの具

体的な内容を明らかにすること。

特に、風力発電機の基本構造については、最近、強風等による倒伏破損等の事故が多

発していることから、十分な強度が確保されているか否か、その設計状況を明らかにす

ること。

(4)本計画施設は長期間にわたる使用が想定されていることから、稼働中は適切な維持管

理及び設備更新等を行うことにより、 経時劣化による環境影響の増加がないように計

画すること。

(5)本事業計画の実施に伴い使用する建設機械、車両、資材の搬出入及びその経路等につ

いては、生活環境への影響が大きく懸念される事項であることから、道路拡幅等を含め

て予め綿密に検討すること。
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